
平成１４年度２月補正予算について（追加分）
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宮 城 県

１ 予算編成の考え方

今回の補正予算は、今議会当初提案後に確定した構造改革推進型公共投資に係る国直轄事業負

担金などの追加措置のほか、人件費や県税交付金等の確定による減額措置など、例年最終補正予

算で行っている歳出予算の執行額と国庫支出金等の歳入予算の確定に伴う計数整理を行うことと

した。

なお、平成１５年度以降の財源確保に配慮し、可能な範囲で財政調整４基金の取崩しを取りや

めることとした。

２ 予算規模等

以上の結果、今回の補正額は一般会計で約１９４億円の減、総会計では約２３０億円の減とな

り、補正後の予算額は、一般会計で約８，２３９億円（対前年度同期比６．３％減）、総会計で

は約１兆８２７億円（対前年度同期比５．３％減）となった。

３ 歳入予算の主な内訳（総会計）

・県税 △ 約 ３５ 億円

・地方消費税清算金 △ 約 ４１ 億円

・国庫支出金 △ 約 ３６ 億円

・繰 入 金 △ 約 １３２ 億円

・県 債 ３８ 億円

４ 歳出予算の主な内訳（総会計）

（経済対策）

・ベンチャー育成ファンド組成事業 ０．５ 億円

・介護予防拠点整備助成事業 約 ２ 億円

・国直轄事業負担金（構造改革推進型公共投資分） 約 ６２ 億円

（そ の 他）

・仙台港背後地整備推進事業（センター地区等用地取得） 約 １９ 億円

・道路橋りょう事業（除融雪経費） 約 ４ 億円

・災害復旧事業（国直轄事業負担金） 約 １５ 億円

・ 〃 （現年災害補助事業分） △ 約 ３５ 億円

・県税交付金等 △ 約 ７６ 億円

・人 件 費 △ 約 ５５ 億円


